
月 日 曜日 行事等 学年 1校時 2 3 4 給食 5 6 下校時刻

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 15:30

1年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

2年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

3年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

4年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

5年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

6年 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 14:30

1年

2年

3年

4年

5年

6年 〇 〇 〇 〇 11:30

■卒業式リハーサル 6年
２・３校時　体育館

水

18 月

19 火

3

3

20

3

■あいさつ運動 4-2
 ～3/21
■学級の日の時間
8:20～8:30
（こころのアンケート実施）

■終礼 16:45～

■卒業式前日準備
4年生・・・花鉢移動
5年生・・・清掃、会場装
飾、表示
■5校時終了後　各担当箇所
の最終点検
■終礼 16時頃 体育館

3 22 金

木3 21

※1～5年生は休み
※6年生は通常通り登校
8:20～コサージュ付け
8:45～体育館開場
9:30～10:50　卒業式
11:00～11:20 花道見送り
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文責 校長 石川 博久

未来（ミライ）に向かって 果たすべ

き使命や役割（ミッション）をクリア

できる自分になりたい

れいけえっへん被災地の方々の痛みを自分事で考える 支え合う心と行動 被災地の皆さん頑張ってください！

【お願い】今週から続々と子供たちが学習用具やプリント類、作品などを学校から自宅に持ち帰っている

と思います。学級担任からも連絡があると思いますが、持ち帰りの中に、次年度に持ち上がる教科書等が

ありますので、ご注意ください。これから春休みにかけて、自宅での学習用具類の片付けを親子で確認し

てください。春休みの安全な過ごし方、計画を立ててください。あと一週間、楽しみましょう！

今週の明け３月11日、東日本大震災から13年を迎えました。13年前のその日、私は東京出張中で会議に参加している最

中でした。東京で震度５強。生まれて初めて、命の危機を感じた地震でした。あれから13年。被災され家族を失った皆様は、

今でもあの日のことを鮮明に覚えていると思います。改めて、亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたします。

さて、１月１日の能登地震から早２ヶ月が過ぎました。神原っ子の皆さんや保護者の皆様においては、連日報道

されるテレビやネットなどのニュースで被災地の方々の生活の様子をご覧になっていると思います。未だに、多

くの被災地の方々が不便な生活をしています。毎日当たり前に水道水が出て食事を摂ること、当たり前にトイレ

を利用すること、当たり前に寝ることなどが、当たり前ではない生活って、想像できるでしょうか。ましては、

お年寄りが多い地域だと聞いてもいます。寒さと不安の中、どのような気持ちで毎日を過ごしているのか、私た

ちも常に自分事として考えることが大切だと思います。

校長先生の家族の知人に１～２月の土・日曜日や三連休に、被災地へ二度足を運び、ボランティア活動に行っ

ている方がいます。その方は崩壊した住宅の片付けなどを行ったそうですが、「ボランティアの人が足りない。

やらないといけないことがまだまだある。また行って自分にできることをやりたい。」と言っていたそうです。

その方は仕事の隙間にこのようなボランティア活動をしているので、本当にすごいなぁと思います。

校長先生は、今の生活・仕事の状況では、この方のように被災地へ足を運びボランティア活動に参加すること

はできませんが、被災地で不安な思いで生活している方々のことを忘れず、教師として子供たちと一緒に、何か

自分たちにできることはないかを考え続けたいです。ただ、被災を経験しないと被災地の方々の本当の気持ちや

困り感はわからないと思いますが、少しでも被災地の方々の気持ちになって、一日も早く、安心した生活に戻れ

ることを心から願いたいと思います。神原っ子の皆さんも、親子で被災地のことを話題にし、自分事で考えてく

ださいね。

右は神原小学校

の学校ホーム

ページのQR

コードです。

『学校だより』

がカラーで鮮明

に見れます！

ご覧ください。

◆児童会企画委員会からの提案「あいさつの徹底」

相手を思いやるあいさつ名人に！
3/4（月）放課後、職員終礼の前に、新児童会企画

委員会から、先生方に「あいさつ運動」の提案があり

ました（下写真）。提案理由には、現状として「あい

さつしてもあいさつが返ってこない」という実態（課

題）があり、改善策として「あいさつ運動」を実施す

ることで、神原っ子がいつでも！どこでも！一人で

も！気持ちの良いあいさつができ、明るく楽しい学校

をめざしたいということでした。

自分たちで気付いた生活課題をあげ、先生方の理解

も得ながら、学校全体で取り組みたいという姿はとて

も素晴らしいです。嬉しく思います。ぜひ、児童会と

先生方が一緒になって、あいさつ運動に取り組んでい

きましょう。「あいさつ」を通して、神原っ子がつな

がり明るく元気な学校にしていきましょう。

3/7（木）今年度最後のお話朝会でも、校長先生から

「あいさつの大切さ」についてお話がありました。

「いつでも！どこでも！一人でも！」「自分から進ん

であいさつ、相手の名前を呼んであいさつ、あいさつ

の後に一言声をかけることができるといいですね」と。

そして、当たり前にあいさつができるための秘訣とし

て「あいさつ運動と併せて、安心できる仲間づくり、

学級・学校づくりが必要です。相手を思いやる人間関

係をつくれるように行動してくださいね」とお願いが

ありました。あいさつでお互いをつなげ、お互いのつ

ながりで、さらに気持ちのこもったあいさつを！

助け合う学校体育館での生活

１年 宮尾 新です。

ぼくは、冬休み、お母さんの

ふるさとの石川県に行ってき

ました。１月１日、能登地震

の時は、家族で出かけていて

イオンの本屋さんにいました。

急いで頭を両手で押さえなが

らかくれていました。こわ

かったです。おじいちゃん、

おばあちゃんの家は被害はな

かったので安心しました。だ

けど、また地震がおこらない

か心配でした。

沖縄に帰っても、おじいちゃ

ん、おばあちゃんのことが心

配なので、「だいじょうぶ？

元気？」とよく電話をしてい

ます。早く安心できる生活に

なってほしいです。

協力し合い 炊き出し食事 移動式の仮設トイレ 新さんの気持ち伝わっていますよ！


